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も
の
ご
と
の
本
質
の
把
握 (

岡
崎
嘉
平
太
氏
著
書
よ
り) 

 

人
生
を
送
っ
て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
中
で
何
が
い
ち
ば

ん
大
切
か
一
つ
だ
け
あ
げ
よ
と
い
わ
れ
た
ら
、
私
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と
な
く
“物

事
の
本
質
を
つ
か
む
こ
と
ー
た
と
え
ば
、
現
在
自
分
が
当
面
し
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る

問
題
の
本
質
は
何
か
を
見
わ
け
る
こ
と
”だ
と
答
え
た
い
。
本
質
を
早
く
つ
か
ま
え
る

と
、
問
題
の
解
決
が
案
外
楽
で
あ
る
し
、
そ
の
問
題
が
た
と
え
困
難
な
こ
と
で
も
自
分 

の
心
に
余
裕
が
で
て
く
る
。 

 

中
国
に
「知
機
心
自
閑
」(

機
を
知
れ
ば
心
お
の
ず
か
ら
閑)

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
い

ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
を
知
れ
ば
、
非
常
に
複
雑
な
事
件
に
対
し
て
も
心
は
の
ど
か
だ
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
に
含
蓄
が
深
い
。
た
い
て
い
の
人
は
そ
の
よ
う
な
経

験
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 
 
 

―
出
典 

岡
崎
嘉
平
太
著
『
私
の
記
録
』(

一
九
七
九(

昭
和
五
四)

年)

発
行 

岡
崎
嘉
平
太
氏
遺
墨 

  
 

「
知
機
心
自
閑
」 

(

機
を
知
れ
ば
心
お
の
ず
か
ら
閑)  

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
 
 
 
 

〈
大
久
保 

勲
氏
寄
贈
〉  

岡
崎
氏
が
発
案
し
日
中
国
交
正
常
化
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
日
中
覚
書
貿
の
駐
北
京
事
務
所
に
勤
務
し
、
岡
崎

氏
の
下
で
、
国
交
正
常
化
前
後
の
日
中
覚
書
貿
易
に
従
事
さ
れ

た
大
久
保 

勲
氏
に
岡
崎
氏
が
贈
っ
た
書
。
大
久
保
氏
に
よ
る

と
昭
和
四
十
七
年(

一
九
七
二)

頃
に
岡
崎
氏
が
北
京
事
務
所
を

訪
れ
た
際
に
揮
毫
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
岡
崎
氏

が
座
右
の
銘
に
し
、
よ
く
用
い
て
い
た
言
葉
で｢

い
ち
ば
ん
大

事
な
こ
と
を
知
れ
ば
、
非
常
に
複
雑
な
事
件
に
対
し
て
も
心
は 

の
ど
か
だ｣

と
い
う
意
。 

本
質
を
つ
か
ん
で
守
り
抜
く (

岡
崎
嘉
平
太
氏
著
書
よ
り) 

 

…
本
質
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
つ
か
ん
で
お
れ
ば
、
そ
の
本
質
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ー
中
略
ー
そ
の
一
つ
を
守
り
ぬ
く
と
い
う
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
人
生
を
純
な
も
の
に 

す
る
の
で
す
。 

 

純
な
る
も
の
を
得
、
こ
れ
を
守
り
え
た
と
い
う
喜
び
く
ら
い
楽
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

…
若
い
み
な
さ
ん
が
、
若
い
元
気
を
持
っ
て
い
る
間
に
そ
う
い
う
も
の
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
を

守
っ
て
い
く
勇
気
を
是
非
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ー
中
略
ー
そ
こ
に
自
分
を
も
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
ほ
か
の
こ
と
な
ん
か
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
も
の
、
そ
こ
に
行
っ
た
ら
過
去
の
自
分

の
行
動
な
ど
、
何
と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
か
と
い
う
気
が
す
る
よ
う
な
境
地
な
の
で
す
。

苦
労
を
重
ね
な
け
れ
ば
そ
う
い
う
境
地
は
得
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
境

地
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
い
つ

か
は
そ
こ
に
行
き
着
け
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
い
つ
か
は
そ
こ
に
た
ど
り
つ
く
の
だ
と
い
う
気
持
を

お
持
ち
に
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
人
が
ほ
ん
と
う
に 

り
っ
ぱ
な
人
生
を
送
ら
れ
る
方
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

 

―
出
典 

岡
崎
嘉
平
太
著
『
わ
が
道
』(

一
九
六
六(

昭
和
四
一)

年)

発
行 



 

岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える 第１６回講演会の開催 

 本年は日中国交正常化４５周年という節目の年にあたることから、改めて岡崎氏の日中友好に

かけた人生の軌跡をたどりました。 

 学生時代にさかのぼる中国人留学生との交友を学生時代の写真や留学生から贈られた書等から

紹介し、戦後日中国交正常化に向けて尽力した姿を、同じ思いで国交正常化に取り組んだ松村謙

三氏や日中覚書貿易の中心人物と共に紹介、また国交正常化後も変わらず日中友好に邁進した姿

や岡崎氏の逝去後も受け継がれる氏の思い等も紹介しました。また、日中覚書貿易に関わってこ

られた、井上宣時氏、大久保勲氏、嶋倉民生氏、平公明氏、宮下春男氏に当時の岡崎氏との思い

出や日中国交正常化前後のご自身の貴重なご経験を手記としてお寄せいただき、あわせて展示し

ました。また新寄贈品紹介として、岡崎氏の自筆原稿や遺墨も展示しました。 

  

 

秋の特別企画展 

「岡崎嘉平太と日中友好にかけた人々 

―受け継がれる信と愛」の開催 
 

平成２９年９月２２日(金)～１２月２７日(水) 

 平成29年11月26日(日)、吉備高原リゾートホテル大ホールにて｢岡崎嘉平太が

めざした世界平和への道を考える第１６回講演会｣を開催しました。この度は

｢岡崎訪中団｣の一員として中国へ同行されるなど公私に渡り岡崎氏と親交の深

かった自由民主党衆議院議員の逢沢一郎氏と、岡崎氏が発案し日中国交正常化

への道筋をつけたことで知られる日中覚書貿易の北京事務所に勤務され、岡崎

氏の薫陶を受けてこられた福山大学名誉教授の大久保 勲氏のお二方を講師 

としてお迎えしました。 

 逢沢氏(写真右)は｢世界の平和と繁栄に貢献する日中をつくろう－岡崎嘉平太

先生との思い出－｣と題して講演され、昭和58年夏に岡崎氏や当時高校生だった

伊原木岡山県知事等と中国を訪れた際のお話や、日中共同世論調査資料を基にお互いの国民感情を紹介

し、将来の日中関係の展望や希望を語って下さいました。 

 また大久保氏(写真左)は｢日中国交正常化４５周年に寄せて－岡崎嘉平太先生

に学んだこと－｣と題して講演され、岡崎氏の下で働いていた頃のエピソードと

して、日中国交正常化前後に北京に赴任する際に岡崎氏から｢中国を見ること、

知ることを仕事の第一と考えよ｣｢絶対に中国人を蔑視してはいけない｣｢絶対に

信用を失うような行為をしてはいけない｣等助言されたことや、国交正常化後も 

中国と関わる仕事を続けられたご経験等を語って下さいました。 

 当日は県内外から140名の参会者があり、身近に岡崎氏と接してこられたお二

人のお話に聞き入っておられました。講演の記録は冊子にまとめ後日発刊いた 

します。 

日中覚書貿易に関

わってこられた方々

が中心となって毎年

｢覚友会｣を開催されています。岡崎嘉平太記念館の職員

も一昨年から参加させていただいており、今年で３回目

となりました。この度特別企画展に手記をお寄せ下さっ

た方々もご参会されています。毎回、岡崎氏との思い出

や当時の中国の様子、また現在の日中関係等多岐にわた

る大変興味深い内容で、大変勉強させていただいており

ます。 

 

｢覚友会｣に当館館長が参加 
         

参会者の皆さん 前列左より嶋倉民生氏、井上宣時氏、安田佳三氏、 

勝野館長、羽石修三氏、後列左より長畑収氏、大久保勲氏、相知 

美和子氏、平公明氏、井上尚弘氏、宮下春男氏 

岡
崎
氏
と
周
恩
来
総
理 

(

昭
和
三
十
七
年
頃) 



 

岡崎ゆみ氏のコンサート＆トークショーの開催  岡崎氏生誕120周年を記念して、

11月5日(日)に地元吉備中央町と共

催の吉備高原音楽祭2017で岡崎氏の

孫でもあるピアニストの岡崎ゆみ氏

を招聘しコンサートを開催しまし

た。また翌日の6日(月)には岡崎嘉

平太記念館主催でトークショーを開

催しました。岡崎ゆみ氏は長年妊婦

や小さな子ども向けにトークを交え

たコンサートを開催し人気を博して

こられました。当日もゆみ氏の魅力

溢れるトークと素晴らしい演奏に、

来場者の赤ちゃんから大人まで皆さ 

ん聴き入っておられました。 

左写真:吉備中央町ロマン高原かよう総合会館で

のコンサート会場と大橋洋治ＡＮＡホールディ

ングス相談役から贈られたお花  
 

上写真:吉備高原リゾートホテルでのトーク

ショーにて 

 平成29年7月14日(金)に大連副市長一行が来

館されました。同日

に岡山市で｢第20回

北前船寄港地フォー

ラム i nおかやま ｣

が、今回初めて中国

の大連、洛陽市を招

いて開催されたのを

機に、大連副市長が来岡され、ゆかりの深い 

当館をたっての希望で訪問下さいました。 

 

中国・大連市副市長来館 
 

中国・遼寧大学で嘉平太展開催 

写真右より３人目勝野館長、その左廬林副市長、その左朱金諾

全日空マーケティング室常任理事  

 周恩来総理生誕120年を祝した中国淮安訪

問団に当館館長が参加   
 平成29年10月27日(金)から30日(月)まで、勝野館長

が、山本雅則吉備中央町長、等と共に、中国淮安市を訪

問しました。吉備中央町は、岡崎嘉平太氏と周恩来総理

の縁で淮安市と友好提携協定を結び、相互交流を続けて

います。この度は、周恩来総理生誕120年を記念して淮

安市の招聘で訪問しました。写真は淮安市の周恩来紀念 

館の前です。 

 10月30日から11月5日の7日間にわたり中国

遼寧省の遼寧大学日本研究所において｢岡崎嘉

平太展｣がANA瀋陽支店様ご尽力のもと開催さ

れました。岡崎氏の生い立ちや日中国交正常

化への功績等を記した写真パネルが多数展示

され当館も資料提供等でご協力致しました。

開幕式典には在瀋陽日本国総領事館の石塚英

樹総領事をはじめ多くの来賓が来られたそう

です。平成29年は岡崎氏が2代目社長をつとめ

たANAが日中定期路線に参入してから30周年で

あり岡崎氏生誕120周年であることから、中国

での同展が企画されました。以後中国国内の

ANA支店や教育機関でも巡回されるそうです。 

上写真:橋本佳憲ANA瀋陽支店長

による挨拶  

右写真:同展会場風景 

 

りょうねい 
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 11月12日(日)から30日(木)まで岡崎嘉平太記念館｢嘉ぁちゃんの部

屋｣にて｢髙杉さんの竹細工展｣を開催しました。岡山県吉備中央町円

城にお住まいの髙杉龍美さんが竹を用いて制作された、昆虫や花の作

品を紹介。可愛くも本物と見間違うばかりの精巧な造りの竹細工に多

くの来場者が見入っておられました。｢嘉ぁちゃんの部屋｣は主に町内

の団体及び住民などによるコミュニティづくりや地域振興などの活動

の利用により、学習の場、憩いの場、ふれいあいの場、作品発表の場

を提供、支援するための施設でどなたでもお気軽にご利用できます。 

新
年
１
月 
か
ら
３
月
の
催
し 

平成２９年度 吉備中央町図画展 
 

平成30年１月１３日(土)～２２日(月) 
 

県の児童生徒絵画展町審査会(小学生)及び赤磐ブロック審査会

(中学生)で佳作以上の賞を受賞した、町内の児童・生徒及び幼稚

園児の優れた作品を展示します。 

   第１０回  嘉平太が愛したふる里の子ども作品展 
 

平成30年２月2３日(金)～３月４日(日) 
 

吉備中央町内全小学校の主に６年生の作品を一堂に展示。

小学校最後の思い出に制作した力作の数々を展示します。 

嘉あちゃんの部屋 新春ミニ企画展  

「茅野さんと藤井さんの 細川流 盆石展」 
 

平成30年1月６日(土)～31日(水) 
 

吉備中央町下竹地区にお住まいの茅野智江子さんと藤井順

子さんが制作された「盆石」を展示します。 

盆石とはお盆の上に石や砂で山水等の風景を描いたもので

す。新春にあわせておめでたい図柄も取り入れておられます。 
第１２回 嘉平太が愛したふるさと岡山写真展  

 

作品募集中！応募締切：平成30年３月２日(金) 
 

展示期間:４月１６日(月)～６月１８日(月)   岡崎嘉平太記念館 
 

 応募された全作品を展示。また７月には岡山市の 天神山文

化プラザでも展示します。  

平成29年11月17日(金)から28日(火)まで国立吉

備青少年自然の家において、ＡＳＥＡＮ加盟国

中学生招聘交流事業が行われるのに際し、当館

主催の｢第11回嘉平太が愛したふるさと岡山写

真展｣から数枚が展示され、岡山の風景や四季

をミャンマーなどの子供達に紹介しました。 

授業に来てくれました 
行きました 

平成29年12月10日(日)に、ロマン高原かよう総合会館

多目的ホールで吉備中央町図書館主催の｢～時空を超

えて 古代中国へ～｣と題して行われた朗読会で、岡崎

氏と周恩来総理の写真が紹介されました。また吉備中

央町図書館でも岡崎氏生誕120周年を記念して、岡崎

氏に関するミニ展示企画が行われました。 

町内でとりあげて 
いただきました 

吉備中央町内の主に小学校４年生の児童や先生方

が総合学習で岡崎嘉平太記念館に来館しました。

学芸員による紙芝居や、館内説明、クイズなどで

学習し約1時間程滞在。当館では郷土の誇りであ

る岡崎氏について子供達にしっかり伝えていきた

いと出前講座も含めて教育普及に努めています。 

記念館から程近い吉備高原小学

校の要請で、当館職員が６年生

児童に水墨画の授業をしまし

た。今回が３回目となります。

水墨画を通して中国から伝承し

た文化や技法に興味を持っても

らえたらと思います。 

↑完成作品と共に 

→水墨画授業風景 

 

｢嘉ぁちゃんの部屋｣で竹細工展開催 
         


